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高鷲文化財保護協会奉仕作業
高鷲開拓記念館清掃

今年度も恒例になっている高鷲文化財保護協会主催の奉仕作業が 7 月 13日(日)に行われ
た。参加者は水上精榮会長、平井道則副会長、西脇清美前会長、上村文隆理事、下牧康成
理事、川尻斉顧問、そして会計兼事務局の上村強氏の計 7人で行った。
今年は今までの高鷲開拓記念館清掃と違い、町民センターの対面に建っている山川新輔

氏の胸像・顕彰碑周辺の清掃も兼ねて行った。開拓記念館内では展示物のほこりを払った
り、床面の清掃など従来と同じ清掃を行い、さらに今まで集めてきた民具や開拓関係の資
料の整理を行い展示替えの準備に備えた。
その他、蛭ヶ野開拓に尽力した稲川利男氏寄贈目録、元大日開拓団団長の山下勘治氏寄

贈目録や島野一郎氏、上村すえ子氏等から多くの民俗資料の御寄贈を頂いている。



高鷲村史著者の山川新輔氏は、明治 23 年に高鷲村
切立で誕生し、岐阜師範学校(現岐阜大学)を卒業後、
教職員として高鷲小学校をはじめ郡内の学校に勤務
されました。先生は、郷土史の研究調査に尽力され
長年に渡って高鷲村を回って多くの資料を収集し、
或いは先駆者の意見も聞き広く住民の協力を得て昭
和 35 年に高鷲村史の発行に至った。これは郡上郡内
でも早い村史の発行であり、高鷲村発展の礎である
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と共に将来を照らす灯火であると上ヶ島元
村長も絶賛している。また、先生は郡上で
はじめてスキーを導入され、高鷲村にスキ
ー同好会を結成されるなどスキーの発展の
礎を作られた。これらの功績を顕彰して平
成 3年 12月に高鷲町民センター敷地内に顕
彰碑が建てられた。
今年度からこの顕彰碑を高鷲文化財保護

協会で清掃することに総会で承認され、前
述の人達によって実行された。

山川新輔像と顕彰碑


